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福岡県印刷工業組合２０２０年新年会 

国際印刷大学校 学長 木下堯博 

２０２０年１月１１日、福岡県印刷工業組合（理事長；白石秀充）の２０２０年新年会が 

知事、市長らの来賓を迎え、約３００名の参加者のもとホテル日航福岡で行われた。 

（写真１） 

 著者は１９６４年の前回のオリンピックの年の１０月、ドイツ留学から短期間の帰国を

し、開業間もない新幹線を利用し、東京から大阪まで移動し、関西地区の印刷企業の挨拶め

ぐりを行った。又、１９６８年九州産業大学（福岡市）に着任し、写真製版印刷学の講座を

担当し、教育・研究を推進したが、３２年間在職中、１２年間教務部長、芸術学部長を併任

した。更に、学生の就職活動などで地元及び関東・関西の印刷企業との交流を深めてきた。 

福岡県印刷工業組合の新年会には１９７０年から来賓として毎年参加し、本年で５１回

目となり、半世紀以上の及ぶ交流が続けられている。（写真２）今回は２０２０年２月５日

から池袋のサンシャインで開催される JAGAT 主催の page2020 の Open Event で本学主催

のセミナー「今後の印刷メディア産業Ⅱ；下記」を皆様に紹介する機会があった。（写真３） 

 国際印刷大学校の賛助会員である久野印刷㈱（福岡市）の祖父、父、本人（久野正人社長；

福岡市印刷工業協同組合理事長）（写真１）とは３代にわたり、ご指導を頂いた。 

 当日の来賓控室で鹿児島県印刷工業組合理事長、九州印刷協議会会長の岩重秀充社長と

も印刷メディア産業の展開に関し長時間にわたりお話する機会があった。 

 着任当時は佐賀大学（佐賀市）と兼任し、又、毎年９月３日には本木昌造顕彰会（長崎市）

に参加し、２０１６年４月の熊本地震では熊本県、大分県の印刷企業の救援活動を行ってき

たので、九州地区では知人が多く、現在まで交流を続けている。多くの卒業生は印刷企業で

活躍しているが、着任当初の卒業生には定年を迎え第２の人生で活動中である。 

 ２０２０年の新年を迎えるにあたり、皆様方のご健勝とご多幸をお祈り致します。 

 

写真１ 福岡県印刷工業組合新年会開会の挨拶 

（久野正人；福岡市印刷工業協同組合理事長） 



2 

 

 

 
写真２ 福岡県印刷工業組合新年会鏡開き 

 

 

写真３ page2020 招待券（当日配布） 
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無料セミナー「今後の印刷メディア産業（Ⅱ）」ご案内 

主催；国際印刷大学校、育英グラフィック研究会 

協賛；国際印刷情報メディア学会、印刷教育研究会 

後援；日本印刷技術協会 

１、 期日；２０２０年２月５日（水） 

２、 時間；１３時～１４時１５分 

３、 会場；東京・池袋サンシャインコンベンションセンター文化会館 

７階会議室７０１号室 

４、 演題及び講師：（資料配布） 

（１） ２０３０年の印刷メディア産業 

育英グラフィック研究会 三浦 澄雄氏（１３時～１３時４５分） 

（２） 印刷メディア産業の技術進化 

工学博士、経済学博士 若生 彦治氏（１３時４５分～１４時１５分） 

 


